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パルサーの膨大な回転エネルギー
はどのように開放されるのか

GRAPE-6
粒子間の重力相互作用(〜N2)を
●48 Tflops
•高精度で直接計算

磁気圏の大局的プラズマシミュレーション
●プラズマのダイナミクス
●電磁場

活動的なパルサー磁気圏の
存在を初めて示した

質量にサインビットを持たせるこ
とでプラズマ間相互作用を再現

今後は
● さらに大規模化し詳細な調査をする
● 他の天体への応用を模索する

かに星雲およびパルス波形の画像 参考:NASA

高速回転する
中性子星
=パルサー

ビーム放射

ビーム放射
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